
第4章 そろばん普及のための提雷

I.真にそろばんの普及に必要なこと

そろばんというものの効果(脳トレや計算力強化)在マスメディアが取り上げること

で、その効果を世間に認知させるため、島野委員の勤務する(株)双葉社は、平成� 19 

4月に中高年世代に向けたそろばんの再入門番� fそろばんでたどる和算の旅』とい
うムックを企画した。� 

1.珠算自体の認知麦、効果をアナウンスするためのムーブメント作り 

fそろばんでたどる和葬の旅Jでは、そろばん自体が手に入りにくいことを考直
し、本に� 11和のそろばんを付けて発持したG 各メヂィアに取り上げていただくた

め、ヲヲースを読しパブラシティを行ったことで、新開� 9紙、雑誌5誌、ラジオ2

謀捧、テレビ3媒体等々に取り上ぜられた。いくつかの雑誌、テレゼ、ラジオ等々

では、「そろばんが今見産されつつあり、静かなブームになっているj という論

でアナウンスされた。また、弊社独自でいくつかのイベント企匿を関擢しアナウン

スしてきた。� (http://www.futabasha.co.jp/?page=sorobm参照)。

この最初の段階での論旨は、ある粗皮の企画を立ち上げマスコミ各社を巻き込め

ば一時的なムーブメントを作り出すことができるということである。もちろんある

程度の予算は必要となるが、協力各社負拙で出来ることではある。� 

2.珠算の一般化と継続的なアナウンス

次に、上記� 1で、行った一時的なム メントをし、かに恒久的なもの、継続的なも

のにしていけるかという なる。

今回、弊社で出版した事倒 を述べると、刊行直後から� 3カ月くらいの開は

(弊社のパブリシティ効果もあったのだが)各メデ、イアで取り上げていただくこと

ができた。しかし、その援の議追いでの露出に関してはほぼゼロという結果だっ

各嬢捧とも、� fなんだかそろばんがブームらししリということでは取り上げてい

だくものの、「その畿の事に関しては援体としての援いが難しいJ r一度、アナウン
スしたことは余糧新しい動きがないことには敢り上げにくし'¥Jrニュ…スパヲュー
がなしリということだった。 ・5支は敢り上げた媒体でさえこのようなであるの
で、取り上げていない蝶体は今さら� fそろばんがブームj とは番き難いし、なかな

かそろばん自体を取り上げ難いというのが本晋で、あった。要は、やはり一時的なム

ーブメントでしかなかったわけであるο本当のムーブメントにはなっていなかった

わけである。

珠算とは関係なし、かもしれないが、ここで、他の出来事について述べてみたい。そ

れは、昨今のブームである「携帯小説」についてである。この� f携帯小説Jの媒体

での取り上げられ方は、始めは一過性のブーム的な取り上げられ方で、あった。各媒

体もこぞって取り上げたが、その後の後追い記事は余りなかった。それが、昨今漫

画化されたり、映酎化されたりすることで、世界が広がりビジネスとして確立され

ると、恒常的なものとして取り上げその研究もされ始め� 
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この事例からもわかるよう託、ブ…ムは作り出せてもその広がりを持た牟ければ、

世間的に認知されることは極めて難しいということである。そろばんの場合は、そ

れほどビジネス的見地に立つ必要性はなしゅhもしれないが、どんな事でも常に世間

に訴え続け、広がりを持続させていくことが最大の課題だといえる。そしてまた、

この段階が一番予算がかかるところだ、といえる。ランニングコストとしての長時間

の算定コストになるからである。 

3. 最軽的には教育現場i二議活できるかどうか

恒人的な結論でもあるが、味算の普及のためには、ムーブメントを生み出し、そ

れを恒常fとさせることはできても、最熱的には教育現場(この教育現場には艶等の

私的教育現場も含まれるが〉での護活しかないだろうというのが結論である。台的

な教育現場での護権に撰しては能の委員にお任せするとして、我々マスコミが

的な彰響を及ぼせることができるとすれば、私的教育だと考える。具体的な事例で

は、公文や百マス計葬になる。珠算は台文や荏マス計算と;ま違うとおっしゃる方や、

ある種教対視する方もいるかもしれないが、教育現場に浸透していることに関して

は見習うべきところがあるのでは主いだろうか。

「なぜ公文や百?ス計算は受け入れられたのか?J r簡を更性や理解カ

は何か ?Jなど研究することが必要ではないだろうか。そういったことがなされれ

ば、マスコミはきちんと報告するだろうし、珠算の優位性が喧伝されること

が浸透していくのではないだろうか。

(島野浩 

II. シニアとジュニアのそろばん教室

そろばんを地域社会活性化という視点から再考すると、また新しい米来図が見えて

くるようである。昨今、隣近所の付き合いが著しく希薄化している。しかし、地域共

同捧の役割は央われていない。 uしろ孤立北する高齢者世帯の増加などによる弊害は、

地壊の力なくして解決iまない。

昭和 30年代の日本に辻、全患でそろばん教室が関かれていた。そこは放課後の子

供たちの共同の時間であり、学校を離れた地域を単f立とするご立ミュニケーションの基

点、でもあった。地竣社会から子供の顔が薄れつつある現代からは懇畿できない法ど、

元気な子供たちの声があふれでいた。私は fご名算!Jという唱和会思い出す。そろ

ばん教室は必ずしも学校の成績とはランクしない、}jIJ舗の鶴髄によって支えられてい

た。学校では勉強ができない腕白が、そろばん教室では俄然力を発揮するという例も

あった。私は能力議視のそろばん教室ではなく、地域に開かれたかつてのような教室

が再興されることを期待している。

今、多くのリタイヤしたシニア世代がいるが、彼らはそろばんに親しんだ人

たちである。けれどもその彼らも、長らくそろばんから陥れている。今一度、押し入

れの隅ι眠っているそろばんを手に取ることで、日常生活におけるささやかな楽しみ

を再発見できるかもしれない。そうしたシニアと子供たちが共に学ぶ、交流する場と 
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してのそろばん教室があれば、これほど檎しいことはない。腕に覚えのあるシェアが

ボランティアとして子供たちにそろばんを教える。それは生き甲斐の一つになるかも

しれない。さらに世代を大きく超えた地域の結び付きを復活させる可能性もある。

一つのそヂノレケースとして、シニアとジュニアのそろばん教室をまずは� 1カ所、試

験的にスタートさせ、メディアiこ広報する、というのはいかがだろうか。そろばんを

地域活性化のツールに!

(藤原智美委員〉 

m. rそろばんJの情報発信

過日、弊局のある沼田市の隣町で、大規模な停電があった。午前� 10時o3分、リス

ナーから情報があり歪急東京電力抱当者と連絡、すぐに停電になっている事実、送電

線の事故の模犠、詳しいことがわかり次第お伝えするという第一報の緊急、放送をした。

交通告号が消えている可能性、エレベータ一等iこ閉じこめられた人がいる可能性、復

旧後の事故を回避するための放送を� 10分おきに新しい情報と共に伝えた。コミュニ

ティ� FM局の使命、「不安な気持ちを安心に、みなさんの光となるj放送を行った。

署員のみなさんによる交差点誘導も始まり、一段落したところで� r{J字詰でレジが使え

ないj という連絡があった。� fそろばん!j スタッブは声をそろえて言った。

我がコミュエティ放送局は地域のことを中心に普段からも災害時も住民から措頼

され、多くのリスナーに囲まれているということもあり、さまざまな人が集まる。皆

さん積極的で、いろいろな情報を知っている人が多い。先官、子育て世代であるお母

さん方に普い事について開くと「スイミング、そろばん」と返ってきた。理由はみな

「基礎jだからとのこと。水の中で無理なく続けられ目指息等によいから水泳、そして

応用問題よりも基本問題、基礎の基礎から学べるからとそろばんを選んでいるそうだ。

親は子育ての中で、子どもたちに何をしてあげられるか、何を教えてあげられるか

一子を育てる親にとっては再々の生活で直面することであり、身近ではあるが大きな

課題。自分の足で立ち、意思を持った自立した大人になるべく、身の回りのことを教

えてあげたり、体を動かしたり、能強を教えたり・・・そして何より愛'摘をたっぷり注

いであげる。良いものは良い、忙しい現代社会の中でも、心と体の成長において基礎

となるもの、大切なことをたくさんの人に伝えていきたいと思う� O

*応舟より基礎、そろばんを伝えたい*

橿わかりやすい言葉で。

「電気代のいらないエコ計算法 そろばんJ

「一人で学び、強くなれるぞ!そろばんJr背すじがピン!そろばん教室J 

f集中力をつけるなら・..J r学んだことで一生役立つもの、それは」

「一度学んだならば築かれるJ r自分を大切にする心を学ぶそろばんj

。そろばん一つですごい数も計算できてしまう素晴らしさ~そろばんから無限大

の大きさの数を知る~

。静かな環境の中で一人で学ぶことができる、一人で

れることの大切さ、一人で、もくじけない強さを学ぶ� 
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をよく!と言わなくても自然と婆勢がよくなる

。騒々しくもある現代社会の中で一つのことに集中することの大切さ 

O基礎の重要性

。おじいちゃん、おばあちゃんも能っていたそろ試ん。人から入 け謎がれるも

の、そろばんだけでなく命のバトンも手渡されたことを知る つか吋。自分を大

切にする JL.，>

圃各都道府県の私立幼稚園協会等、各保育、学校団体へのアピ…ル

の特住として私立の幼稚閥、小学校等で「そろばん」を取り入れる

幼稚園・保育盟・・・色とりどりのそろばん・未就学児が遊べる知育教材

・・・学童保育・放課後教室・長期体離に特定 IJ教室を開く

高齢者との交涜一そろばんを

震マスコミが敢りあげやすい、話題性のある仕掛け

話題性のあるイベント、興味を持ちそうな高品等

・話題性のあるものとは

。そろばんウィ…クとして全国各地でイベント開催 →(対米就学児~小学生)

@ゴ…ゴ…そろばん隊で体を動かそう!イベント開催→(対中

。カラブノレで可愛らしいミニそろばんの携帯ストラップを販売

…→(対子育て世代)

。算数・数学が得意になった、集中力がついた、礼穫を学んだ等、体験者による

講演会開催、体験談の放送→〈対保育て控代)

。そろばんを孫に教えてスーパーおじいちゃん・おばあちゃんになろう

そろばん本の PRイベント

現代、多くの情報が溢れている。大都市で、発表する情報についてはほんの何秒間

で放送される租度。全国各地に影響を与えるというのは難しい。立く多くの年代に

周知をはかるには、教育機関に呼びかけることや各地でのイベントの関様、また、

そろばんの素晴らしさを伝える皆様の“生の搾"を届けることではないだろうか。

併せて全盟各地誠に存在するコミュニチィ放送鍔に協力を依頼することも

る。生活必需品として親しまれてきた fそろばんj は身近で培域で親しまれている

コミュニティ放送舟と似ているのかも知れない。心と体を育成してくれる fそろば

ん」。ミニチュア版のそろばんでも昔能っていた「そろばんj でも、そろばん本の

「そろばんJでも、まずは“手にとって"もらう働きが必要だと感じる。

(莱原岸子委員) 
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